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作用機序、ヒトでの証拠、そしてそれらを併せたときに何が起こるかについての仮説
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要点
六つの介入について、一つの問いを立てる。それぞれは実際に何をするのか、ヒトでの証拠はどの程度確
かか、そして併せたときに何が起こりうるのか。先に結論を述べると、このスタックは六本の等しい柱で
はない。ハードアウトカムの証拠のほとんどは二つが担い、残る四つは調整役として理解するのがよい。
それぞれに固有の役割があり、固有の失敗のしかたがある。

知っておくべき五つのこと
1. 有酸素の体力と筋力トレーニングが土台である。心肺体力は予防医学で最も急峻で一貫した死亡
率の勾配を示し、効果の上限は観察されていない[1,2]。筋力トレーニングは何であれ全死亡の約
15%低下と関連し、効果の大半は週30～60分で得られる[3,4]。

2. クレアチンはこの中で最も根拠の厚いサプリメントだが、効くのは主に筋である。脳ではホスホ
クレアチンの水準では効果が確かだが、健康な成人での認知への効果は小さく一貫しない。最も
明確なシグナルは睡眠不足のようなエネルギー的ストレス下で見られる[5‑‑9]。

3. 寒冷と断食は、主に代謝と主観の話である。寒冷は短時間の大きなノルアドレナリンの急増と、
小さな代謝適応をもたらす[10,13,14]。時間制限食は、カロリーを揃えれば通常のカロリー制限と同
等であり[19‑‑21]、それ以上を期待する機序上の理由はある。

4. メラトニンはビタミンではなく、時計への信号である。明確な役割(タイミング)、もっともらし
い二次的役割(高用量でのミトコンドリア抗酸化)、そして観察データにおける未解決の長期安全
性シグナルがある[22]。

5. 相互作用は効果と同じくらい重要である。筋トレ後の寒冷は肥大を鈍らせる[12]。抗酸化用量の
メラトニンを運動の近くで使うと、トレーニングの信号を鈍らせるかもしれない。BDNFの反応
を動かすのは断食ではなく強度である[18]。七つ目の介入を足すより、順序のほうが大きなてこ
になる。

図1. アウトカム領域別の証拠スコアカード。スコアは、ここで検討した資料に基づくヒトでの証拠の質についての私
の定性的な判断であり、正式な等級づけではない。*寒冷が肥大を鈍らせるのは、筋トレの後に行った場合に限る。

読み方。第2～7章は各介入を要約し、出典を角括弧で示す(番号は巻末の参考文献に対応する。†を付けたものは二
次情報で引いており、執筆中に一次論文を読み直していない)。第9章は意図的に推測的な章であり、各仮説に二つの
評価をつける。機序としての妥当性と、併用そのものに対するヒトでの証拠である。後者はほとんど常に低い。これ
らの組合せをまともに検証した例はほとんどないからである。
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1 共通の機序の地図
これらの介入は無関係に見えるが、少数の細胞・神経のスイッチに収束する。エネルギーストレスは
AMPKを活性化し、その下流でPGC‑1αを介してミトコンドリア新生を促す。力学的負荷は筋タンパク質
合成のためにmTORC1を活性化する。運動と断食はどちらも、脳に信号を送る代謝物(乳酸、β‑ヒドロキ
シ酪酸)を生む。寒冷はノルアドレナリン系を動員し、メラトニンは一連の流れ全体のタイミングを決め
る。図2はこれらの経路をたどる。

図2. 介入から共通の機序、そしてアウトカムへ。複数の色の線が同じ機序の箱に着地するところでは、それらの介入
が経路を共有しており、相乗(と重複)が最も起こりやすい。

この地図の読み方は二つ有用である。第一に、収束は両刃である。飽和する節点(AMPK/PGC‑1αが典型)
への入力は、おそらく加算を下回るため、エネルギーストレス信号を何本重ねても利益は掛け算にはなら
ないだろう。第二に、一本の破線(筋トレ後の寒冷)は、組合せによっては単一の経路の水準で拮抗するこ
とを思い出させる。
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2 有酸素トレーニング

有酸素トレーニング
エンジンをつくる: 一回拍出量、毛細血管、ミトコンドリア。このスタックで最も強いハードアウトカムの証
拠。

機序。筋収縮はAMP:ATP比とカルシウム流入を高め、AMPK、p38 MAPK、CaMKを活性化する。これ
らはミトコンドリア新生の司令塔であるPGC‑1αに収束し、毛細血管新生を促す。中枢では、高い心拍出
量の反復が心臓を作り変え(一回拍出量)、これは加齢で最も低下するVO2maxの成分である。脳では、高
強度運動が乳酸を高め、乳酸はMCT輸送体とSIRT1を介してPGC‑1α/FNDC5と海馬のBdnf(げっ歯類)に
信号を送る[31]。長時間の運動はβ‑ヒドロキシ酪酸も高め、これはBdnfプロモーターでHDAC2/3を阻害す
る[17]。
ヒトでの証拠。
• トレッドミル検査を受けた122,007人で、全死亡は体力に応じて段階的に低下し、効果に上限はなかっ
た。最高位と低位の体力の比較で調整HR 0.20(0.16–0.24)、最高位と高位の比較で0.77(0.63–0.95)。
最低位の体力群にいることのリスクは、喫煙(aHR 1.41)、冠動脈疾患(1.29)、糖尿病(1.40)と同等かそ
れ以上だった[1]。
• 33研究(102,980人)のメタ解析では、体力が+1 MET(走速度で約+1 km/h)高いごとに全死亡が13%、
CHD/CVDイベントが15%低く、低体力群(約7.9 MET未満)の死亡リスクは高体力群より70%高かっ
た[2]。
• 体力は変えられる。縦断コホートでは、11年間でVO2maxが1 mL/kg/min高く変化することは、死亡
の9%低下と関連した[34]。

図3. 有酸素の体力(橙)と筋力トレーニング(緑)の死亡率との関連。これらは比較の種類が異なる(単位あたり、両端の
比較、あり対なし)観察上の関連であり、行同士は直接比較できない。交絡(健康な人ほど体力が高い)が常につきまと
う注意点である。

強度と量。 総仕事量を揃えた場合、PGC‑1αの誘導は強度が高いほど大きく(Egan 2010†[28])、同じ被
験者で片脚のインターバルトレーニングは持続的トレーニングよりミトコンドリア適応で優れていた
(MacInnis 2017†[29])。ただし用量反応は逆U字である。HIITの週あたりの量が最大のとき、健康なボ
ランティアにミトコンドリア機能と耐糖能の低下が見られ、練習量を減らすと一部回復した(Flockhart
2021†[30])。強度は一分あたりでは最も強力な信号であり、過量にすれば害をなす信号でもある。低強
度の量は、その代償を払わずに刺激を増やす方法である。これが、おおむね80/20の二極化パターンの生
理学的な論理である。大半のセッションは会話できるペース(ゾーン2)で、高強度は週に1、2回にとどめ
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る。

文献から導いた実践上のパラメータ(統合)
ゾーン2のセッションを週3～4回、各45～90分、第一乳酸閾値より下で。VO2maxのインターバル
を週1回(例: 最大心拍数の90～95%で4分×4本)。高強度は週2回程度を上限とする。インターバル
は、質こそが目的なので、食後に行うほうがよい。

3 筋力トレーニング

筋力トレーニング
加齢で実際に壊れる臓器、骨格筋を守る。少ない用量で大きな見返り。

機序。力学的張力と伸張が、mTORC1(PI3K/Aktと力学センサーを介して)、衛星細胞、リボソーム新生
を活性化する。その結果が筋タンパク質合成であり、反復すれば肥大になる。高い力を要する運動は、加
齢で選択的に失われるII型線維を確実に動員できる唯一の刺激である。筋はまたインスリンで刺激される
最大のブドウ糖の吸収先でもあり、筋を保てばインスリン感受性が守られる[4]。
ヒトでの証拠。
• 10研究の系統的レビューでは、筋力トレーニングは何であれ、全死亡の15%低下(RR 0.85、0.77–
0.93)、心血管死亡の19%低下(0.81、0.66–1.00)、がん死亡の14%低下(0.86、0.78–0.95)と関連し
た[3]。
• 16のコホート研究の用量反応メタ解析では、全死亡、CVD、がん全体、糖尿病、肺がんのリスクが
10～17%低く、これは有酸素運動とは独立だった。関係はJ字型で、最大の低下は週およそ30～60分で
見られ、はるかに多い量での効果は不明だった[4]。
• 筋力強化と有酸素の活動を併せると、どちらか一方よりも、全死亡、CVD、がん死亡のリスクが低か
った[4]。

図4. 用量反応の形。(a)と(c)は発表された知見(Momma 2022; Flockhart 2021)の模式図であり、データのプロットで
はない。(b)はMETあたりの統合リスク比を対数線形に外挿したもので、両端の真の曲線は不確かである。

注意点。 すべて観察研究である。筋トレをする人はしない人と違うし、J字型は少数の研究に依ってい
る。それでも、必要な量は十分に小さく、生物学的な根拠も十分に強いので、非対称性は「やる」側に傾
く。主要な筋群すべてを対象に週2回、というのが標準的な指針である。
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4 クレアチン

クレアチン
筋と脳のエネルギー緩衝材。筋力と除脂肪量には強く、認知には控えめで文脈依存。

機序。ホスホクレアチン(PCr)は、クレアチンキナーゼによりミリ秒でADPからATPを再生し、ミトコン
ドリアとATP消費部位のあいだの空間的なシャトルとして働く(図5)。脳も同じ系を使い、自らクレアチ
ンを合成するが、血液脳関門の通過は輸送体(SLC6A8)に律速され、経口摂取で脳内水準をどこまで上げ
られるかに上限がある。

図5. (a) クレアチン–PCrシャトル。(b) 用量設定を無作為化で調べた唯一の研究における、31P‑MRSによる前頭葉PCr
の変化(Kondo 2016†、治療抵抗性うつ病の青年女性、少数例)[9]。

ヒトでの証拠。
• 筋と機能。 2025年のナラティブレビューは、クレアチン一水和物は、主に運動トレーニングと併用す
ると、高齢者で安全であり、除脂肪量、局所の筋サイズ、筋力、骨面積と骨厚、機能的能力を改善する
と結論した。グルコース動態、認知、記憶への効果も報告している[5]。
• 認知(加齢)。高齢者の系統的レビューでは、6研究中5研究が認知、特に記憶と注意との正の関連を報
告したが、標本は小さく、大半が健康な人だった[6]。
• 認知(まちまち)。 Frontiers in Nutritionのメタ解析は、記憶、注意時間、処理速度に利益を見いだ
し、効果は18～60歳では有意で、60歳超では有意でなかった[7]。その後の論評は、統合メタ解析の一
部で二重計上があると指摘し、欧州食品安全機関は2024年に認知に関する表示を認めなかった(二次情
報†)。健康な成人の認知に関する文献は、大きさの不確かな小さな効果として扱うのがよい。
• ストレス下。最も一貫したシグナルはエネルギー的ストレス下にある。一晩の断眠中に高用量を1回
(0.35 g/kg)与えると、脳のPCr/PiとpHが保たれ、処理速度が改善した(Gordji‑Nejad 2024)[8]。
• 脳への用量。経口一水和物は脳の総クレアチンをおよそ5～10%高める。10 g/日では前頭葉のPCrが
9.1%上がり、プラセボでは0.7%下がった[9]。筋のための多くのプロトコルは3～5 g/日で、上記の脳の
研究は10～20 g/日を用いた。

注意点と未解決の問い。補給で血清クレアチニンは上がるが、腎障害を意味しない(腎機能が問題になる
ときはシスタチンCのほうがきれいな指標である)。2026年のマウス研究は、クレアチンが巨核球–CKB–
STAT5B経路を介して転移を促進したと報告した†[33]。前臨床であり、ヒトでは再現されていないが、
追う価値はある。げっ歯類では、クレアチンが睡眠欲求とホメオスタシス性の睡眠圧を下げた(Dworak
2017†[32])。ヒトで意味があるかは不明である。
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5 断食と時間制限食

断食と時間制限食
代謝スイッチ: インスリン低下、ケトン上昇、AMPK寄りの状態。機序はヒトのアウトカムのデータより豊かで
ある。

機序。摂食が止まるとインスリンが下がり、肝グリコーゲンが減り、ケトン産生が増える(図6a)。グルコ
ースとアミノ酸が減るとmTOR活性が下がり、AMP:ATP比が上がって、AMPKとオートファジーが活性
化する。β‑ヒドロキシ酪酸は神経の燃料であると同時にBdnfを誘導する信号分子でもある。これを「間欠
的な代謝スイッチ」と枠づけたレビューは、BDNF、SIRT3、PGC‑1αを神経可塑性とストレス抵抗性の
鍵となる遺伝子として提案した[16]。

図6. (a) 断食への移行の模式図。時期は人により異なる。(b) 12人のボランティアで、20時間の断食はケトンを上げ
た(脳へのケトン供給はおよそ9倍)が、循環BDNFは変えなかった。40秒のインターバルを6本行うと、軽い運動の4～
5倍上昇した[18]。

ヒトでの証拠。
• 8時間の摂食時間(早め、遅め、自己選択)の試験では、時間制限群はすべて12週で習慣的に食べる群よ
り多く体重を減らし、早めと遅めの群は12か月でもより大きな減量を維持したが、追跡時点でTREを
続けていたと答えたのは約26%にとどまった[19]。
• カロリーを揃えると、時間制限食は無作為化試験でカロリー制限のみより減量効果が高くなく[20]、間
欠的断食とカロリー制限を比較したレビューは、どちらも同程度の心血管代謝上の利益を与えると結論
した[21]。代謝上の利得は、タイミングよりも総エネルギーの削減に沿うように見える。
• 神経保護と寿命に関する主張は、主に動物研究と短期のヒト試験に基づいており、レビューは動物での
機序がヒトにそのまま当てはまるとは想定しないと明言している[16]。

注意点。除脂肪量を保つには、摂食時間内の十分なタンパク質と筋力トレーニングが必要である。摂食
障害の既往があるときは不適切で、インスリンやスルホニル尿素薬の使用、妊娠、低体重では医療者の関
与が要る。
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6 寒冷曝露

寒冷曝露
交感神経への一撃と、小さな熱産生適応。覚醒には良いが、時機を誤ると筋トレの適応に拮抗する。

機序。皮膚の冷受容器は交感神経を活性化する。ノルアドレナリンが急上昇し、血管が収縮し、震えと非
震え(褐色脂肪、UCP1を介する)熱産生が増える。14 °Cでの1時間の浸水は、コルチゾールを上げずに、
代謝率を350%、血漿ノルアドレナリンを530%、ドーパミンを250%高めた[10](図7a)。同じ研究グループ
の先行研究ではドーパミンの有意な上昇は見られず、これらは末梢の血漿値であって脳のドーパミンでは
ないため、脳レベルの主張はデータを超えている。

図7. (a) 首までの1時間浸水に対する急性の生理反応[10]。(b)冷水シャワーを調べた唯一の大規模無作為化試験: 毎日
のシャワーの最後に30、60、90秒の冷水を30日間浴びると、病欠が29%減った。用量反応はなく、罹患日数は変わら
なかった[11]。

ヒトでの証拠。
• 病気とエネルギー。シャワー試験の参加者は、病気になる頻度は同じだったが仕事を休む回数は少な
く、著者らはこれを活気づける効果によるとした。30日時点での小さな生活の質の改善は、90日まで
に消えた[11]。
• 気分とストレス。 2025年の11件のRCT(n = 3,177)のメタ解析では、ストレスが減ったのは浸水の12時
間後のみで、他の時点では差がなく、炎症マーカーは急性には高かった†[15]。
• 代謝。褐色脂肪が活発な人では、5～8時間の寒冷でエネルギー消費、グルコース処理、インスリン感
受性が上がった[13]。10日間の軽い寒冷順化は食後のインスリン感受性を改善した[14]。褐色脂肪の寄与
は、順化後でも基礎代謝のおそらく1～5%と小さく[34]、寒冷は減量の道具ではない。
• 慣れ。およそ4～8回の浸水の後、最初の衝撃に対する心拍と呼吸の反応は大きく下がり†[35]、これが
主要な安全面の適応である。

回復と適応のパラドックス。 12週間の試験で、筋トレのたびに10 °Cの水に浸かった男性21人は、積極的
回復をした人より筋量と筋力の増加が小さく、p70S6Kのリン酸化と衛星細胞の活性も低下した[12]。温水
浸水にはレビュー文献でこの不利は見られなかった。したがって寒冷は、筋トレから離して使うか、成長
より回復の速さが重要なときに使うのが最善である。
リスク。寒冷ショック反応(あえぎ、過換気、不整脈)は最初の数分と寒冷な屋外の水で最も危険であり、
心血管疾患のある人は慎重であるべきだ。シャワーは浸水よりリスクがはるかに小さい。
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7 メラトニン

メラトニン
まず時計への信号、次に抗酸化物質、そして長期安全性の疑問符。

機序。低用量(約0.3～0.5 mg)では、メラトニンはMT1・MT2受容体を介する概日リズム調整因子とし
て働き、服用時刻に応じて概日時計の位相をずらす。鎮静薬ではなく、タイミングの合図である。高用
量ではミトコンドリアに蓄積し、活性酸素・窒素種を消去し、電子伝達の機能を支えると報告されてい
る[26]。二つの範囲は別の薬理である(図8b)。

図8. (a) AHA 2025抄録の観察データ(TriNetXの電子カルテ、65,414人の使用者を65,414人の非使用者とマッチ)[22]。
(b) 各文献で使われた用量域。ミトコンドリア作用の想定域は二次情報の数値である†。

ヒトでの証拠。
• 運動パフォーマンス。 19件のRCT(266人)のメタ解析では、運動の6時間以上前に飲む夜のメラトニン
が、持久力と瞬発力を改善し、筋損傷マーカーを減らした[23]。あるクロスオーバー研究では、夜の
6 mgが翌日の高強度パフォーマンスと主観的回復を最長72時間改善した[24]。高度に鍛えたアスリート
(用量5～100 mg)の別の系統的レビューでは、筋力、パワー、速度の改善は見られなかった[25]。
• 運動の概日リズムへの影響。夕方の1時間の運動は、概日位相を約30分前進させた(運動なしでは25分
後退)ので、トレーニングの時刻とメラトニンの時刻は互いに作用する[27]。
• 安全性シグナル。 メラトニンを12か月以上使った不眠の成人では、5年間の心不全の発生率は4.6%
対2.7%(HR 1.89)、心不全による入院は19%対6.6%(HR 3.44)、全死亡は7.8%対4.3%(HR 2.09)だっ
た[22]。著者らは、この研究から因果関係は示せないと強調した。考えられる交絡には不眠の重症度
と、対照群での市販のメラトニン使用があり、電子カルテでは捉えられない。業界団体は、低用量・短
期使用の数十年の経験を挙げて反論した。これは追うべきシグナルであって、判決ではない。

実践上の含意。低用量を適切な時刻に使うことは、機序と、良好な短期の実績に合う。夜に高用量を無
期限に使うのが最も裏づけが乏しいパターンであり、新しい観察上のシグナルが問題にしているのもそれ
である。
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8 二つずつの相互作用
15の組合せを色分けした。現時点の証拠で「相乗」と呼べるのは二つだけ(有酸素と筋力、筋力とクレア
チン)で、明確な拮抗が一つ(筋トレ後の寒冷)ある。残りの大半はタイミングの問題であり、解決できる。

図9. 相互作用の行列(私の統合)。白黒印刷のため、色を記号でも繰り返している。

筋力+クレアチン 最も根拠の強い組合せ。トレーニング単独より除脂肪量と筋力の伸びが大きく、特に高
齢者で顕著[5]。

有酸素+筋力 併用するトレーニングは、どちらか一方より死亡率が低いと関連する[4]。干渉は実在す
るが小さく、順序で管理できる。

筋力+寒冷 筋トレ後の寒冷は肥大と同化シグナルを鈍らせる[12]。数時間あけるか、やめる。
筋力+メラトニン 抗酸化用量を運動の近くで使うと、適応を促す酸化シグナルを鈍らせるかもしれない(理

論上)。メラトニンは運動から離す。
断食+メラトニン 糖処理に対する概日位相の効果が提案されている[22]。食事の近くでメラトニンを飲まな

い。
断食+寒冷 代謝ストレスが加算的になりうるが、低血糖、めまい、震えのリスクがあり、未検証。
クレアチン+断食 カロリーがないのでタイミングは自由。最初の食事と一緒に飲むのが便利な既定。
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9 仮説: 併せると何が起こるか

推測に入る前の注意
ハザード比は掛け算できない。上で述べた体力、筋力、断食、寒冷の効果は、異なる集団、アウト
カム、研究デザインから来ている。それらを算術的に積み上げる(「0.85 × 0.87 × ⋯」)と、共有さ
れた経路と交絡を二重に数えることになる。以下の仮説はすべて、予測ではなく検証可能な推測と
して扱うこと。評価の見方: 左の点は機序としての妥当性、右の点は併用に対するヒトでの証拠。

H1. 土台と調整役

妥当性 併用の証拠
有酸素の体力と筋は、死亡率データを支配する天井(VO2max、除脂肪量、筋力)を決める。クレアチン、
断食、寒冷、メラトニンは天井への近づき方に作用する。トレーニングの量と回復、代謝の柔軟性、覚
醒、タイミングである。予測: 四つの調整役をすべて加えても土台のトレーニングが足りない人は、よく
鍛えて何も加えない人より成績が悪い。これは、本稿の効果量の比較が最もよく支持する仮説である。

H2. 脈動する信号: 異化と同化の状態を交互に

妥当性 併用の証拠
断食とゾーン2の運動は細胞をAMPK、オートファジー、ミトコンドリアの入れ替えへ傾け、摂食と筋ト
レ(クレアチンがトレーニング能力を支える)はmTORC1と組織の構築へ傾ける。一日の中でこの二つを循
環させると、常に食後の状態にいるより、どちらについても多くを得られるかもしれない(図10)。予測:
タンパク質が十分で筋トレをする時間制限食のもとでは、除脂肪量が保たれ、インスリン感受性とミトコ
ンドリアの質の指標が改善する。反証: 時間制限食だけでは、カロリーを揃えるとカロリー制限に勝てな
い[20]。

図10. 一日を通した信号の概念的なプロファイル(測定データではない)。空腹時の低強度運動は異化期を延ばし、摂
食時間と筋トレが同化の脈動をつくる。

H3. 脳の可塑性の収束

妥当性 併用の証拠
四つの入力が、別々の経路で同じ神経機構に達する。運動強度(乳酸 → BDNF)、長時間の運動や断食
(β‑ヒドロキシ酪酸→ BdnfでのHDAC阻害)[17,31]、寒冷によるノルアドレナリン性の覚醒、ストレス下で
クレアチンがもたらす大きなエネルギーの余力[8]、そしてそれらを定着させるメラトニンに守られた睡
眠である。予測: 強い運動の直後に学習を行い、その後によく眠れば、学習だけの場合より成績が上が
る。反証: 20時間の断食だけでは循環BDNFは変わらなかった[18]。健康な成人でのクレアチンの効果は小
さい[7]。寒冷の注意への効果は一貫しない。また、血清BDNFは脳のBDNFの代用指標としては貧弱であ
る。収束は、加算というより重複を意味するのかもしれない。
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H4. 熱・代謝の加算性

妥当性 併用の証拠
寒冷順化は褐色脂肪を動員してインスリン感受性をわずかに改善し[13,14]、時間制限食は血糖コントロー
ルを改善し、有酸素トレーニングはミトコンドリア能力を高める。予測: 組合せは、どれか一つよりグ
ルコース処理を改善するが、褐色脂肪のエネルギー的な小ささから[34]、寒冷の寄与は最も小さい。検証:
8～12週後のOGTTまたはクランプ。

H5. 概日リズムの足場

妥当性 併用の証拠
介入のうち三つは同調因子(zeitgeber)である。タイミングを選んだ運動は時計をずらし[27]、制限された
摂食は末梢時計を固定し、低用量のメラトニンは服用時刻で位相をずらす。揃えれば互いを強め、ばらけ
れば互いに争うかもしれない(遅い時間の激しい運動は後退させ、遅い寒冷は覚醒させ、遅い食事とメラ
トニンの組合せは糖処理を損なう)。欠けている同調因子は朝の光であり、すべての中で最強なのにリス
トにない。予測: 毎日一定の順序で行うほうが、同じ介入をばらばらの時刻に行うより優れる。

H6. ホルメシスの予算

妥当性 併用の証拠
寒冷、断食、激しいインターバル、抗酸化用量は、いずれもある範囲では有益で、それを超えると有害
なストレッサーである。HIITの量で見られた逆U字[30]は、総ストレス負荷にも当てはまるかもしれな
い。予測: 安静時心拍数、心拍変動、睡眠の質は、パフォーマンスより先にずれるので、早期警報として
働く。経験則: 異なるストレッサーは、重ねずに別の日や別の時間に置く。
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10 具体例: ある一日
この図は、第8～9章の相互作用の規則を当てはめたものである。調整して使う雛形であり、処方ではな
い。筋力と有酸素のセッションは別の機会に置き、寒冷は筋トレから離し、クレアチンは最初の食事と一
緒にし、メラトニンは最後の食事とトレーニングの十分後に低用量で飲む。

図11. 筋トレの日の仮想的な雛形(16:8の摂食時間)。インターバルの日は、ゾーン2の枠を午後の食後に移す。

効いているかを測る

それぞれの仮説は、測れる何かを予測する。小さなダッシュボードがスタックを実験に変える。

領域 指標 理由
有酸素能力 VO2maxまたは12分間走テスト、

安静時心拍
死亡率の勾配が最も強い。1METごとに効く

筋 握力、DEXAの除脂肪量、固定した
種目

見た目ではなく機能がアウトカムを予測する

代謝 空腹時血糖、インスリン、
HbA1c、ApoB

H2とH4の検証

回復・負荷 HRV、睡眠時間と規則性 H6の早期警報、H5の検証
脳 決まった時刻に行える再現性のあ

る認知テスト
H3の検証(ノイズが大きいので傾向を見る)

安全性 血圧、クレアチン使用中はシスタ
チンC、症状

上述の失敗のしかたを拾う

11 本稿の限界
• 観察研究が優勢である。ハードアウトカムのデータの大半(体力、筋力トレーニング、メラトニン)はコ
ホート研究であり、健康な人ほど選ばれやすい偏りと逆因果は、どちらの向きにも働く。
• 機序はげっ歯類が優勢である。脳のBDNF経路、クレアチンのシグナル作用、メラトニンのミトコン
ドリア作用は、多くが動物またはin vitroの知見である。
• 組合せは未検証である。第9章は推論であり、証拠ではない。併用の利益についての正しい要約は、も
っともらしい、おそらく一部は重複している、そして含めるかどうかよりタイミングにおそらく敏感、
である。
• スコアと図は定性的である。スコアカードの等級、線の太さ、模式的な曲線は私の判断であり、一次
論文が有料で読めなかったところでは二次資料をいくつか使った。
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• 医学的な文脈。個人のリスク(心血管疾患、服薬、摂食障害の既往、気分障害、腎疾患)は計算を変え
る。最終的な判断は、その人を知る臨床医に委ねるべきである。
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